
技術・工学・工業 
※分野別に作成して下さい。 

 
 

 

 

 

 

科 目 番 号 ２I―９ 科 目 名 色彩設計 
 

大 学 名 長崎総合科学大学 担 当 教 員 池末 純一 （知能情報学科 教授） 

単 位 数   ２単位 教養・専門の別 専門 開 講 形 態 既存科目・前期 

開 講 期 間 平成23年4月 7日（木）～平成23年8月 4日（木） 

開 講 時 間 14時45分～ 16時15分（90分）「毎週 木曜日」 授 業 定 員     40人 うち単位互換定員   10人

履 修 年 次 全学年 実 習 費 等  選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席、提出作品、定期試験による総合評価 開 講 場 所 本学キャンパス 

その他の特記事項 4月28日は実施しない。8月4日は定期試験。 

連 絡 先  長崎総合科学大学 教務課 TEL 095-838-5308 ／ FAX 095-839-0584 
 

科 目 内 容 
 

コンテンツを制作するための感性心理学”という観点から、主にWebなどの色彩設計のための基礎知識について解説する。 

また、感性評価手法などについても触れる。そして、画像処理ソフト（GIMP）を使用して、配色の基本設計を行う。 

 

 

 
 

 

 



社会科学 
※分野別に作成して下さい。 

 

社会科学 
※分野別に作成して下さい。 

 
 

科 目 番 号 ２Ｆ―６ 科 目 名 中国経済論Ⅰ 
 

大 学 名 長崎県立大学佐世保校 担 当 教 員 尹 清洙（経済学部経済学科 准教授） 

単 位 数 ２単位 教養・専門の別 専門 開 講 形 態 既存科目・前期 

開 講 期 間 平成２３年４月１４日（木）～平成２３年７月２８日（木） 

開 講 時 間 １４時４０分～１６時１０分（９０分）「毎週 木曜日」 授 業 定 員 １５０人 うち単位互換定員 １０人 

履 修 年 次 ３年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席状況、レポート及び定期試験などの総合評価 開 講 場 所 佐世保校 

その他の特記事項  

連 絡 先 長崎県立大学 佐世保校 学生支援課 教務グループ  TEL 0956-47-5706 FAX 0956-47-4616 
 

科 目 内 容 
 

中国は改革開放以来持続的な高度経済成長を遂げており、次第に世界経済成長のエンジンになりつつあります。本科目は、歴史的分析アプローチ 

と数量経済分析のアプローチを用いて、中国の古代と現代を整合的に理解しようとする試みてあります。前期には中国の歴史、哲学思想や文化など

を学びながら、現代中国のルーツ探しの旅をします。後期には中国経済改革の本質である「漸進改革」に注目し、数量経済分析を通じてその過程を

明らかにすることで、過去を振り返りそしてその未来を展望します。 

 
 

 

 



文学 
※分野別に作成して下さい。 

 
 

 

科 目 番 号 ２Ｐ―５ 科 目 名 文芸創作Ⅰ 
 

大 学 名 活水女子大学 担当教員 田中 俊廣 

単 位 数   2単位 教養・専門の別 専 門 開講形態 既存科目・前期 

開 講 期 間 平成23年9月26日（月）～平成24年2月10日（金） 

開 講 時 間 14時40分～16時10分（90分） 「毎週 木曜日」 授業定員 50人 うち単位互換定員 10人 

履 修 年 次 2年次以上 実習費等 なし 選考方法 書類選考 

試験・評価方法 創作 80% 出席 20% 開講場所 東山手キャンパス 

その他の特記事項 女子のみ受講可 

連 絡 先 活水女子大学教務課 ＴＥＬ 095-820-6016 ＦＡＸ 095-820-6063 
 

科 目 内 容 
 

 主にエッセイ（随筆）の書き方を学習します。単にエッセイストを目指すための講座ではありません。誰でも何かを訴えたい、表現したいと 

いう欲求はあると思います。また表現することで、考えや感覚を確認したり、新しい自己を発見したりすることもあります。理論と実作を繰り 

返しながら、いい文章の基本的要件を体得してもらいたい。ここでエッセイをとりあげるのは、文章表現の方法を学ぶのに適していて、あらゆる 

文学形式の基礎になると考えるからです。 

 
 

 

 

 

科 目 番 号 ２Ｏ―２２ 科 目 名 地域型セミナーA 
 

大 学 名 活水女子大学 担当教員 Timothy Allan (講師) 

単 位 数 2単位 教養・専門の別 専 門 開講形態 既存科目・後期 

開 講 期 間 平成23年9月26日（月）～平成24年2月10日（金） 

開 講 時 間 14時40分～16時10分（90分） 「毎週 木曜日」 授業定員 50人 うち単位互換定員 10人 

履 修 年 次 2年次以上 実習費等 なし 選考方法 書類選考 

試験・評価方法 Participation 50% Tasks 25% Testing 25% 開講場所 東山手キャンパス 

その他の特記事項 女子のみ受講可 

連 絡 先 活水女子大学教務課 ＴＥＬ 095-820-6016 ＦＡＸ 095-820-6063 
 

科 目 内 容 
 

 This class is about Peace Studies in Nagasaki. More generally,it also asks: why do people argue,engage in fights, or even start 

wars and acts of terror? Is there a way out of this spiral? This course will look at how conflicts begin, where they exist, and  

various methods to give peace a chance, as well as discussing issues relevant to Nagasaki in particular. 

 

 
 

科 目 番 号 ２Ｄ―１ 科 目 名 日本史講義Ⅰ 
 

大 学 名 活水女子大学 担当教員 細井 浩志 (文学部人間関係学科 教授) 

単 位 数   2単位 教養・専門の別 専 門 開講形態 既存科目・前期 

開 講 期 間 平成23年4月7日（木）～平成23年7月27日（水） 

開 講 時 間 14時40分～16時10分（90分） 「毎週 木曜日」 授業定員 50人 うち単位互換定員 10人 

履 修 年 次 3年次以上 実習費等 なし 選考方法 書類選考 

試験・評価方法 普段の受講様態 30% 期末試験 70% 開講場所 東山手キャンパス 

その他の特記事項 女子のみ受講可 

連 絡 先 活水女子大学教務課 ＴＥＬ 095-820-6016 ＦＡＸ 095-820-6063 
 

科 目 内 容 
 

 「日本古代仏教史概説」をテーマとします。受講生が仏教に関する基本的な特徴と、日本人の多数が檀家であるところの鎌倉新仏教が成立する 

歴史的前提を、理解することが到達目標です。 

 日本の政治・社会・思想に大きな影響を与え、今でも日本人の多くがその「信者」である仏教について、誕生から日本的仏教諸宗の成立までの 

歴史的展開を、仏教哲学的な観点も多少は交えながら概観します。宗教と各時代社会の関係、特に政治・社会との関係による宗教の歴史的変質の 

問題にも注意して下さい。 
 


